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◎ 物 性 理 論
○富田研究室
(構 成 )
富田和久 (教授 ),冨田博之 (助手),戸谷隆雄(学振研究員),伊藤昭(D3),
木立英行 (D2), 村上力(M2),その他に蔵本由紀 (京大･理),川崎辰夫(京大


















































































































置付けられるのか,又,熱力学での手段 として使われている ｢変分原理 - エントロピ



































































以上が, ｢流体物理｣研究室のあらましです｡ (文責 川原 )
◎ 結晶 ･高分子研究室
結晶グループ(助教授 1名,助手 1名,研修員 2名,DC2名,MC2名 )と高分子
























(2) StarkSwitching法による/レビーの光coherent効果 (中西 )
(3) NMR 多重量子遷移 Spindynamics(畠中,小沢 )
































ルビーを用いている｡ 若い人はどうか知らないが,私自身は現在専らルビー 嬢の魅 力で
満足し, しばらく上記の研究を続けたいと思っている｡Quantum opticsに関する本も沢
山出始めたし,この4-5年で現在やっているような研究の peakは過ぎると思われるが
その先はこれからぼっぼっ考えるつもりで居る｡ (文責 端 恒夫 )

































































助教授 助手 研究奨励生 DC MC












































































































で,発生するプラズマは電子密度 1013cm-3,電子温度 200eV,イオン温度 50eV, で







なり,非制限 Hartree-Fock解 UHFが必要になる｡ UHF解は群論的に8種類のtypeに
分類されることが示されたが,化学反応の進行の段階でこれらの質的なことになる解を
経由することが示された｡ 現在簡単な分子の反応について化応の typeとそこに現われる













(C) 酵素グループ :本グル丁プの最大の目標は ｢酵素は何故効率よく触媒を行なう






























を同時測定した｡TBcB , TBBrの第 1励起子帯のLNTでの測定結果より,励起子





程 (熱や defectの生成など)を通じて緩和してゆく｡ アルカリ/､ライ ドに適当な不純
物を混入し,母体励起によって生じる不純物発光について種々のスペクトルを調べると
励起状態からのエネルギー緩和のメカニズムを知ることができる｡ 不純物としては一価
のイオンのみを採用し,異種ハロゲンを加えた場合の｢局在励起子｣(KCD:Ⅰ,NaCB:Br,
KBr:I)や異種アルカリを加えた場合の ｢摂動を受けた母体励起子｣(KBr:Na,Kl:Na)
などにつき,夫々特長的な緩和機構の作用することを確認 した｡又TBイオンを加え た
場合の再結合発光に関しても一見複雑な発光現象を整理して簡単なモデルにまとめるこ
とが出来た (KI:TB,KBr:Tj7,KCB:TB). これ等の測定に際しては複雑な多重過程
を伴なうⅩ線や電子線ではなく,単色紫外線 によってなるべく単一素過程を-た励起
を行なうことが重要である｡ このため最近水素レーザーによる励起法の検討を開始した｡
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現在その予備実験として窒素レーザーと色素レーザーを自作の上,蛍光寿命の測 定を行
なっている｡
(Ⅲ)分子性イオン結晶に於ける光スペクトルの研究
分子性イオン基を構成イオンとするイオン結晶に於ては,アルカリハライ ドなどの
単原子イオンから構成されている結晶とは違って,光スペクトルに数多くの振動微細構
造が現われる場合が多い｡例えば,硝酸塩や亜硝酸塩に於てはNO;やNO;などのイオ
ン基がその構成イオンとなっており,光スペクトルはイオン基の振動や回転に相当する
鋭い構造をともなっている｡ これ等の結晶には強誘電性を示すものが多く,また電子励
起状態にともなう格子振動の鋭いスペクトルを高分解で測定することにより,励起子と
phononとの相互作用について詳しい情報をえることができるので,相転移に際しての電
子構造の変化について有効な情報をえることも期待できる｡ NaN02に於ては励起子ス
ペクトルにNO2イオン基の内部振動とフォノンサイドバンドが伴なってお り,奴収と発
光スペクトルの様子は局在中心における配位座棟モデルでよく理解できることがわかっ
た｡また,遷移の終状態に於てはNO2イオン基の回転振動と励起子とが結合 して励起
チ- フォノン複合体を形成していることも明-らかになった｡今後は更に,分子性イオン
基の回転の自由度に注目して,光スペクトルやラマン散乱線の相転移点近傍での温度依
存性を追求したり,励起状態での振動 レべ/レ-の選択励起による発光緩和過程を調べて
励起子とphononの相互作用にっきはっきりしたデータをえたいと思っている｡
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